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育つ都市を目指す。

HU仙AN CITY KU仙A仙OTO

生きがい作業所陶芸講座
/

-_　　_　　　　　　　　　　　　　　　∴

るい長寿社会の創造

人生80年時代を迎え、

市民が生涯にわたって、

健康で生きがいを持ち、

安心して生活できること

が望まれています。

●在宅介護の支援

高齢化の進展に伴い、

寝たきり、痴呆性老人な

床
面
か
ら
上
昇
し
、
車
椅
子
の
ま
ま
入
浴
で
き
る
昇
降
式
浴
槽

どの介護を要するお年寄が増加していま

す。熊本市では、こうしたお年寄や家族

に対して、平成4年にオープンした長寿

の里デイサービスセンターを含む9箇所

のデイサービスセンター利用やホームヘ

ルパーの派遣、ショートステイの利用、

日常牛活用具の給付、移動浴槽車の派遣

の外、在宅介護等のいろいろな相談やサ

ービスの調整を行う在宅介護支援センタ

ーの整備など、在宅介護の支援体制を強

化しています。なお、家庭での生活が困

難になった方には、養護老人ホーム、特

別養護老人ホームへの入所の相談をお受

けしています。

●生きがいづくりの支援

比較的元気なお年寄に対しては、老人

作品展やスポーツ大会の開催、老人福祉

センター、生きがい作業所、老人憩の家

などを通じ生きがいづくりを支援してい

ます。

●老人保健福祉計画の策定

平成5年度には、将来必要とされるサ

ービス提供体制を計画的に整備していく

ための老人保健福祉計画を策定します。

高齢者、障害者にやさしい
まちづくり

高齢者や障害者の人が、身近な公

共施設を安心して、気軽に利用でき

るよう、公共建築物等の改良を進め

ています。

3g
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心身障害者が、希望に満ちた社会生活

を営むため、福祉サービスの新しい展開

に努めています。平成2年9月に開設し

た精神薄弱者施設「平成学園」は、定員

60名の適所施設のみでなく、在宅障害者

に対して短期的保護や訓練ができる短期

宿泊訓練棟やふれあいと交流を凶るため

の「ふれあい棟」、作業指導のための「作

業棟」等を開設しました。

今後21世紀を展望した、新熊本構想の

「いきいきとした市民福祉都市」実現に

むけて、基本計画を具体化する事業を進
めています。

身体障害者福祉
1.在宅福祉サービス

(1)障害者の日常生活援助のために、補

装具、日常生活用具給付等事業を実施

熊本市心身障害者大運動会

するとともに、ホーム-ルパーの派遣、

入浴サービス事業等を一層拡充してい

mm

(2)障害者の社会参加を促進するために、

心身障害者福祉タクシー事業及び特別

回数券の交付事業のほか、盲人ガイド

ヘルパー派遣、手話奉仕員派遣,自動

車運転免許取得助成等の各事業を行う

とともに、福祉センター「希望荘」に

おいて、障害者デイサービス事業を行

っており平成5年度から、機能訓練機

器や車椅子入浴装置を設置し機能拡充

に努めています。

(3)障害者が社会的に自立するための活

動を支援するために、小規模作業所に

助成を行い、就労等の各種相談につい

ては「希望荘」において専門的指導を

行っています。

(4)その他障害者住宅整備資金貸付事業、

特別障害者手当等の給付、更生医療給

付の事業等を実施しています。

2.施設福祉サービス

社会的更生を図るために、さまざまの

指導・訓練が必要である障害者に対して

は、身体障害者更生援護施設等への措置

を行っています。

精神薄弱者福祉
精神薄弱児(者)の多様なニーズに対応

するため福祉相談室を設置し、精神薄弱

児(者)の検診および生活指導等を行って

SSI

在宅者に対する福祉サービスは、ホー

ムヘルパーの派遣、特別障害者手当等の

給付、特別児童扶養手当の支給、重度心

身障害児(者)の医療菅助成のほか、心身

障害者福祉タクシー事業、特別回数券の

交付、優待証の交付等を行っています。

精神薄弱者が在宅での生活を基本とし

なから専F朋勺訓練等を受けることができ

るように、精神薄弱者通所更生施設「は

なぞの学苑」及び「平成学園」を設置し、

生活指導・訓練体制を一層強化すると共

に、 「平成学園」では、短期的に保護また

は訓練等が必要な在宅障害者に対して、

短期宿泊訓練棟を併設し、在宅生活がよ

り可能となる事業を実施していますO

さらに、重点的に作業指導・訓練を実

施するため平成4年度に作業棟を設置致

しました。

また、その他の精神薄弱者援護施設へ

の措置を行うことにより、精神薄弱者の

社会的更生を図っています。

その他障害者住宅整備資金貸付事業、

福祉センター「希望荘」の運営、心身障

害者体育大会等を壌施しています。

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

住み慣れた地域社会の我が家で、家族

や近隣の人々との.よれあいの中で暮らせ

I-,る社会の実現は、誰もが願うところです0
∴

才　手助けを要する高齢者や障害者も、家
庭で地域社会の一員として暮らしていけ

るよう、間凶の人々や組織による地域連

′帯感に根ざした取り組みを積極的に支援

するなど地域福祉の増進に努めています。

地域福祉コミュニティセンター

地域住民主体による福祉活動を支援す

るとともに、交流活動など各種コミュニ

ティ活動の振興に資するため、その

拠点施設として整

J
r
J
ハ
ぎ
*
"
&
蝣
-
.
1
-
ノ
済
*
-
*
-
*

備しているもので、昨年開設した楠・出

水・春竹・城南の各センターに引続き、

今年も4ヶ所にオープンします。

熊本市福祉公社ヒューマンライフ

増大する在宅福祉こ-ズに対応するた

め、市民の参加と協力を得て、家事や介

護などのホーム-ルブサービスを中心に、

情報の提供・相談などのサービスを提供

しますO

在宅福祉センター
在宅の虚弱老人や心身障害者およびそ

の家族の方々のために、デイサービスや

ホームヘルプサービス、在宅介護に関す

る相談など在宅介護の総合的

こ蝣i-fwfi「什-- I-'てを

豊かで明るい長寿社会の創造

提供するとともに、地域住民による福祉

活動や交流活動を支援するための拠J∴・-.施

設となるもので、このほど開設した南部

地区に続き、本年度も東部地区に建設す

るなど、順次整備しています。

社会福祉協議会
社会福祉協議会では地域住民の助け合

い、支え合いの精神に根ざしたボランテ

ィア活動の支援など地域福祉のための各

種事業を展開していますが、これまで積

立ててきた福祉基金の果実を本年度から

活用し、例えば、一人暮らし老人等の家

庭に心のこもった手作り食事を届ける、

いわゆる「ふれあいランチ」事業を実施

する地域がもっと鉱がるよう、積極的に

助成するなど地域福祉活動を強化します。
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生活保護
生活保護制度は、生活困窮者に最低限

度の生活を保障し、併せて自立の支援を

することを主な目的としています。

平成3年度の生活保護世帯の状況は、

受給世帯が5,520世帯、人員が8,521人と

なっており年々微減傾向にあります。ま

た、保護率は市中央部の人口減少地区で

高く、周辺地区においては低くなってい

ます。

受給世帯の状況を見ると、高齢者世帯

が45.9%、傷病障害者世帯が38.01%、

母子世帯が8.68%となっており、高齢者

世帯の占める割合が高くなっています。

また、扶助の種類から見ると、医療扶助

の占める割合が全体の約6割と最も高く、

生活扶助、住宅扶助と続いています。

福祉事務所では、複雑な社会情勢を反

映して多様化する保護世帯の問題につい

て、原凶やその解決策を考え、適切な援

助に全力を尽くしております。

国民年金
日本は世界に例のない速さで高齢化社

会を迎えています。このため、私達の老

後の生活を保障する公的年金は、たいへ

●生活保護世帯・人員の推移

昭和62年度　63　平成元　2　　3

42

m^- -i it?コ　　　　、り-

ん重要な役割を担っています。

国民年金制度は、昭和34年に発足して

以来、物価スライド制の導入など、制度

の改善や充実を図りつつ今日の制度へと

発展してきました。特に昭和61年には国

民年金、停年年金、共済年金に共通の基

礎年金制度が導入され、公平で長期的な

安定を目指す制度へと大きく変わりまし

た。また、平成3年度からは、これまで

任意だった学年の加入が強制となり、全

ての国民が何らかの公的年金に加入する

こととなりました。

熊本市の平成3年度の年金受給者は

57,597人、年金受給総額は233億円で、

老齢給付の割合が最も高く、ついで障害、

遺族給付の順となっています。

市では、豊かな市民生活、特に老後の

生活の碁盤となる年金権を、すべての市

民が確保できるよう、幅広い広報活動を

行うほか、職員、国民年金委員、国民年

金推進員による戸別訪問等も実施し、制

度の普及と保険料収納の強化に努めてい

ます。

国民健康保険
地域の医療保険として、昭和34年に発

足した国民健康保険は、長年にわたり市

●生活保護の状況(平成3年度)

民の健康保持と増進に大きな役割を果た

してきました。

現在の加入者は、人口の約30%にあた

る191,103人(平成4年3月末)で、そ

の多くは農業・自営業・年金受給者の方

方です。しかしながら近年の高齢化の進

展、医療費の増嵩等により国保財政は依

然厳しい状況にあります。

この状況を乗り切るためには、保険料

収納率向上対策や医療費の適正化を進め

る一方、保健・医療・福祉の各分野と連

携を取りながら総合的な国民健康保険事

業の運営を図る努力をしていきます。

●年金受給者と受給総額の推移

(人)
5万

ma】

3万

2万

63 2　　　　3

●年金受給者の種類(平成3年度)

(平成4年度当初予算)

療尊給付費交付金　市費・その他　　その他3.4%

10.7%　　　　4.1%
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西原公園児童館

21位紀を担うすべての児童が明るく健

やかに成長することを願い、児童福祉の

充実、向上に努めています。

また、母子及び寡婦福祉法の理念に基

づき、母子家庭及び寡婦の生活の安定・

向上及び福祉の増進を図ることを目的と

して、児童扶養手当の支給、母子家庭に

対する医療費の助成などの施策を実施し

ています。

保育所

仕事・出産・病気等で子どもの日々の

保育が充分にできない保護者のために、

129ヶ所の保育所があります。ここでは、

集団生活、遊びなどを通して、心身共に

健やかな子どもに育つよう保育内容の充

母
と
子
の
ふ
れ
あ
い
　
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
づ
く
り

豊かで明るい長寿社会の創造

実、向上に努めています。このほか、乳

児保育、障害児保育、延長保育、長時間

保育などにも力を入れています。また、

一時的保育事業や子育て電話相談事業も

行っていますO

児童館

市内に9ヵ所の児童館があります。こ

こでは、集団で遊ぶ機会が少なくなった

子どもたちのために遊び場を設け、遊び

の中から集団生活のルールや楽しさを教

えています。

母子寮

母子家庭の保護と経済自立のために、

2ヵ所の施設がありますが、ここでは家

庭環境をよくし、子供たちの健やかな成

長のための指導援助を行っていますO

母子福祉センター

母子家庭や寡婦の皆さんの明るい未来

と希望を育むため、各種の相談、技術の

Ii引LI
蝣i講畦、教養#!E、LIIと{蝣(>)紳をより
強くするための自主事業等を積極的に展

開し、思いやりあふれる地域社会づくり

をめざして、母子福祉の一段の向上に全

ノ」を挙げています。

助産施設

経済的理由で入院出産の困難な妊産婦

のために、軽い負担で利用できる熊本産

院があります。この産院では、母親とそ

の子供の健康と安全管理に努めていますO
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レ
し守 スポーツ・レクリェーション

体育・スポーツは、健全な心身の発達

を促し、人間性を豊かにするとともに、

健康で文化的な生活をおくるための営み

南部総合スポーツセンター

J I trト　　　　　　　　　J

であり、活力ある都市づくりを進めるう

えで極めて重要な役割を果たしています。

本市では「21世紀へ向けての明るくe_

かな健康文化都市づくり」を酎旨し、体

育・スポーツを、生涯を通した健康文

遺棄甑
liiコさ一

田.)ち

二二二二千ここ:こミミ
『　　　　　　　コii I

豊かで明るい長寿社会の創造

活動としてとらえ、その実現を図るため

の総合的な施策の推進に努めています。

スポーツ施設等の整備拡充
市民のスポーツ・レクりェーション活

動の拠点として、公園機能を備えた浜線

健康パーク、南部総合スポーツセンター

をはじめ、野球場、武道場、庭球場、体

育館並びに新装された水前寺競技場など

多くのスポーツ施設があります。また、

現在も清水地区に健康文化施設を建設中

です。

さらに、今後市民が日常生活の中で、

いつでも気軽に利用できるような健康文

化施設の整備拡充と効果的利用の促進に

努めていきます。

スポーツ活動の振興
市民総参加として定着しているm民体

育祭など各種行事を尚一層推進するとと

もに、ミニバレーボール大会など地域に

根ざしたスポーツ文化活動の促進、高齢

者スポーツの普及振興などffi民総スポー

ツ活動の推進に努めていきますO　このほ

蝣・?!.'二日・・if・,ド-,、　　　　　　　'1:・・蝣_ ・

確保にも力を注いでいます。
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保健衛生
今日、本格的な高齢化社会を迎え、長

い人生を健やかに楽しく、積極的に生き

て行くため、単に、 「健康を守る」にとど

まらず、一歩進んで積極的に健康を増進

する必要があります。疾病の早期発見、

早期治喋とともに、積極的な予防として

●医療施設と従事者数(平成4年度)

の健康づくりが求められています。

そこで、健康で生きがいに満ちた市民

生活を目指し、昭和54年に「健康都市宣

言」を行い、昭和61年には「市民健康の

日」を10月1日と定め、 10月を健康づく

り月間として、健康づくりが市民の自主

的な日常活動として、さらには生活文化

の一部として定着するように市民健康の

●主要死因別死亡率の年次推移
・-全枯枝

脳血管疾患
-一一悪性新生物
-心疾患
-老衰
- ～脱Fi33Sォ15

不硬く.')+虹
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健康フェスティノバル

日展、市民健康のR記念講演会、熊本市

民健康フェスティバル及びいきいきはつ

らつ-ルシーウォーク、さらに、地域健

康まつりの開催など市民意識の高揚に努

めています。

また、生涯を通じた自主的な健康づく

りを支援する拠ノf.1として、 2保健所のほ

か3保健センターを中心に地域に密着し

たきめ細かな保健活動を行い平成3年度

には肝臓がん検診も始めるなど各種健康

診盃や健康教育・健康相談などの保健サ

ービスの充実を図っていますo

一方、急病患者の迅速かつ適切な初期

医療を確保するため、熊本市医師会地域

医療センターに業務を委託し、さらに、

熊本赤十字病院に補助を行い人目が急増

している東部地区の夜間医療の確保など、

24時間救急医療体制の整備拡充を図って

います。

二v./.f蝣;-/";二　二蝣. ;f v...--'i'-¥1/ V.'ii蝣'->J訂il'VfTT.-T^Vニ-*J -蝣--て町-ir (T-i-「-Tr「【r評邪。「耳叩<:rTiY4'-・r-szv<F一冊Fコ予.てTTT'.T7TTi ''蝣-frTT'

憎　　　∴・". > ‥ I;. --iT^-.J亀鴫で湖輸山dL'

-ts%.

体外衝撃波結石破砕婁置

市民病院

熊本市民病院は、診療科23科、病床数

580床(伝病40床を含む)を有する地域医

療の中核的な総倉病院として、年間の入

院患者数約20万人・外来患者数約30万人

を数え、一般医療のほか高度・特殊医蝶

を担当しながら自治体病院としての役割

を果たしています。

特に新生児医療については、新生児医

療センター80床(内NICU20床)を設け、

全児下を網羅し、しかも24時間体制で活

動していますo

また、伝染病隔離病舎は県下33市町村

をカバーしています。

平成4年度は、結石治療の推進を図る

ため体外衝撃波結石破砕装置を導入しま

した。

その他の高度医療機器としてガン治療

磁気共鳴イメージング装置(mri;

の推進をLxJるm下唯一の-イパーサーミ

ア(電磁波温熱療法装置)を始めMR I

(核磁気共鳴イメージング装置)も保有

しています。

救急医療については、熊本中央医療圏

の2次救急医療機関として休日・夜間の

病院群輪番制をとっています。

また、忍者の皆さんのニーズに対応す

るためアメニティー対策として外来のカ

-ペット張り・中庭の整備・喫煙室の設

置等を行うと共に給食部門では適温給食

とセレクトメニューの提供も軌道にのり

患者さんから喜ばれています。

今後は、待ち時間の短縮・駐車場の確

保をはじめ高度医療の推進・ガン診療の

充実・小児医療の充実・難病対策を基本

に各部門のさらなる充実を図ることにし

ています。

*n
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豊かで明るい長寿社会の創造

ゆとりある勤労者生ず舌を応援します。
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福
祉

本市の雇用福祉対策は、人材の確保・

定着、勤労者の技能・技術の向上、勤労

者の福利序生の充実を主な事業として、

勤労者の皆さんが豊かなライフワークを

送ることができるような職場づくりのお

手伝いをしています。

(人材の確保・定着)

若年労働者の確保・定着を図るため、

職業安定機関との連携を図り、近隣町と

ともに熊本寵用対策協議会を組織する一

方、熊本市産業開発求人対策協議会等民

間団体とともに人材の確保に努めていま
す。

また、中高年齢者雇用対策として熊本

中高年齢労働者

福祉セン

、
ぜ
　
/
上
へ

タ- (サンライフ熊本)や熊本市役所に

相談窓口を設置しておりますo

(技能・技術の向上)

本市産業の発展を担う若年技能者・技

術者等の人材育成麟閲として熊本市職業
訓練センター、熊本市職業訓練短期大学

校、熊本市事業内高等職業訓練校の運営

を支援し、また勤労者・未就職者・転職

希望者等を対象にパソコン・ワープロな

どの各種講座を設けています。

(勤労者福祉の向上)

施設面では、勤労者の健康増進と文化

・教養の向上を目的として設置された中

央勤労青少年ホーム、北部勤労青少年ホ

ーム、勤労婦人センター、熊本中高年齢

労働者福祉センター(サンライフ熊本)、

熊本勤労者体育センター、熊本勤労総合

福祉センター(火の国-イツ)があり有

効利用を図っています。

制度面では、熊本市中小企業勤労

者福祉共済制度を設け、勤労者のス

ポーツ大会・団体ツアー等勤労者の

また、勤労者の融資について信用力を

補完し、生活維持の向上安定を図るため、

熊本児勤労者信用基金協会に出掴してい

まTc

さらには、退職金制度を普及するため、

中小企業退職金共済制度掛金の助成を行

っています。

中小企業のための

ふれあう鮎うさい
熊本市中小企業勤労者福祉共済

あなたの会社の
福利厚生を
熊本市があと押しします.

この共済に加入されると、わずかな掛金

( 1人1月380円)で-従業員の方々に-

.自分の時間を格梅的に活用して
-　蝣　-''楽しい思い出を

それぞれの季節・・・-ツア-旅考〒

に安い費用で参加できます

職場対抗-=・一日目-スポ-ツ大会

で汗を流して親睦を

盛りだくさんの=--ノ〈-ティ-

で心に残る思い出を

今の世の中=---・文イヒ教養書韓座

を軽い気持ちで

夏には　　　=一・日海LJUの家力判用できます

いろんな--　--・・・害IJ引があります
いろんな・-i -・=-補助もあります

t rサ"　~

満20歳に遷したとき--　--=成人祝金
結婚したとき一一一--・-・--=結婚祝金
出産したとき--　　　・=-出産祝金
子供さん別、学校に入学したとき一・一日入学祝金

子供さんが中学校を卒業したとき=-　-・-卒業祝金

銀婚式を迎えたとき-・・-結女昏25年祝金

病気やケガで3oa以上欠勤したとき=‥傷病見舞金

共済加入期間鰯隼を越えたとき日日・・・永年褒賞金

共剤肌期間が柑年を越えたとき-　永年褒賞金

本人が死亡したとき-・----死亡弔慰金

配偶者が死亡したとき=一・・日死亡弔慰金

慨等血族が死亡したとき・‥・ =-死亡弔慰金

、去謡宮詣冒ill;

・事業内高等職業訓練校に

・,おける実習風景
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私たちを取り巻く経済社会の変化はめ

ざましく、多くの物やサービスで豊かに

なりました。日々に新しい商品が出回り、

果たしてどの商品がより安全なのか、品

質がより優れているか、価格は適正かな

ど、見分けることが難しくなってきまし

た。また商品が私たちの手に渡るまでの

仕組みも大変複雑になっています。その

うえテレビやラジオ、新聞雑誌などによ

る商品の広告宣伝も、私たちへ大きな影

響を与えています。

このような状況の中では、消費者の利

益が損なわれたり、時には深刻な被害を

:;i'j,

脛

もたらしたりすることもあります。そこ

で我が国では、昭和43年に「消費者保護

基本法」が定められましたO

本市でも自立した消費者を目指して、

くらしに役立つ講座「消費者セミナー」

や、ご希望の地域への出前講座など、消

費生活に関する情報提供を行っています。

また、消費者センターを設置し、消費生

活相談や消費者団体の育成など消費者行

政の推進に積極的に取り組んでいます。

最近の消費者相談

消費者センターに寄せられた平成3年

度消費生活相談は2,073件でしたO

光熱水晶20件車両、　土地建物設備
QSHEcia　　　軍ns



男
女
共

嵩
I
l
囲
t
V
i
"
A
V
/
l
叫

A
I
D
 
N
V
W
⊃
二

参
画
社
会

今や女性は様々を形で社会に参加・参

画し、生き方が多様化しています。また、

それに伴いm¥生の生き方も再考を迫られ

ています。

21世紀を目前にし、市では男女が共に

社会のあらゆる分野に参加・参画し、平

等な立場で個性と能力を発揮し共に支え

合う、いわゆる『男女共同参画社会』の

実現をめざしています。このため「くま

もと市女性プラン」を策定し、あらゆる

分野での男女平等を推進するとともに、

幅広い分野にわたっている女性に関する

施策を総合的・計画的に進めています。

また,女性自身の意欲と能力を高め・る

ため、自主グループ登録制度を設置し、

自主的な女性グループの交流や連携を図

る- -方、女性r)-ダ-の養成や人材把

糎にも努めています。

さらに、男女平等や女性問題に

関する啓発事業として、女性フ

ォーラム等の開催や地域に根ざ

した啓発活動、啓発情報誌

「はあもにい」の発行などに

も取り組んでいます。

熊本市総合婦人会館・カルチャーセンター

男性も女性も共にいきいきと暮らす、

調和のある市民社会の実現を目指して、

男女の自立や社会参画のための活動と交

流の拠点として、また市民文化振興の拠

点施設として平成2年4月オープン以来

52万人(平成5年3月現在)を超える方々

にご利用いただいてお

21世紀を担う人づくり

会館では、自主的な活動の支援にとど

まらず、女性を取り巻く社会問題を解決

するため、女性問題啓発事業・自己開発

事業・生き方支援事業・情報提供事業を

行うとともに、会館から生まれる文化と

人を目指して、地域に根ざしたいろいろ

な文化振興事業を展開していますO

さらに、平成4年度から高度情報化時

代の先端メディアである-イビジョン機

器を設置し、地域文化の発信
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-学校週5日制の実施一

今回の教育課程改善の視点である「個

性重視」 「生涯学習体系-の移行」 「変化

への対応」を基盤にした教育経営と都市

像「ヒューマンシティ・くまもと」の実

現をめざして、愛情と信頼に基づく教育

を推進しています。

心豊かな人づくり

徳・知・体の調和ある人間形成のため

に遺徳教育や基礎学力の充実、生徒指導

の徹底、さらに環境教育、郷土教育、福

祉教育などの推進を図っていますO

また、同和教育は、すべての児童・生

徒に人権尊重の精神を認識させ、部落差

別をはじめ、あらゆる差別をなくしてい

く意欲と実践力を育成するため全教育活

動を過して積極的に推進していますO

進展する社会への対応

国際化に対応できる教育の実現のため

に、国際理解教育実践校の委嘱や、アメ

リカ、イギリスから7人の英語の先生を

招いて、生きた英語学習を進めています。

健康づくり

基礎体力の養成とともに、心の健康を

kmiこする健康教育研究校の委嘱、健康

昭和55年56　57　58　59　60　61　62　63　平成　2　　3
元年

碓進学校の育成や部活動の適正化など、

心身ともに健康な生活習慣の育成を図り

生涯にわたり健康で充実した牛活を送る

ことができるよう健康教育を推進してい

ます。

指導力の向上・研修の充実

千葉城町にある教育センターでは、学

校教育並びに社会教育に関する教育課題

の解決に必要な調査、研究をはじめ、教

育関係者の研修、各種教育相談など指導

力向上を図るための場と機会を積極的に

提供し、その活用を図っています。

学校週5日制

・、?・と週=l t川りは、半ili. I ;l-d )Jr;i:=H

1回第2土曜日に、公立の全ての学校.

幼稚閑で実施されています。この学校週

5日括りは親子のふれあい、子供同士のふ

れあい、また子供と大人の交流や、地域

の方々とのかかわりなどにより、豊かな

情操や、社会性の背戊を閉り、また、骨

会体験などを通して、社会の変化に対応

できる心身ともに調和のとれた人間の育

成をめざしています。この制度の趣旨が

生かされるように、家庭での御理経と御

協力、地域における社会教育活動の創意

と工夫が期待されています。
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うるおいとゆとりのある教育環境づくり

徳・知・体の調和ある人間形成には、

うるおいとゆとりのある教育環境が必要
です。

市では、より豊かな教育環境づくりを

進めるために、校舎の増改築をはじめ、

学習指導方法の多様化に対応できる施設

の整備、教育の適正化を図るための過大

規模校の分離新設、体力向上を図るため

の体育施設の整備拡充、文化性を取り入

-　ヽ lL

れたふれあいの場づくりなど、毎年計画

的に質的整備を進めていますO

・-成4年度は、市立高等学校で『食文

化』を考慮した複合施設が完成しましたO

これは、食事を共にとることにより生徒

間や教師との交流、さらに、食事マナー

などの道徳教育の向上を図る食堂施設と

講演会や研修会などの文化的行事が開催

できる多目的ホールとを2階建の建物の

中に複合化したものです。このような施

設は、県下でも初めての試みであり、会

21世紀を担う人づくり

熊本市立高校

話をしながら食事を楽しむよう設備面に

も充分に配慮した施設としておりますO

また、学校の顔である正門及びその周

辺付近の整備も実施しており、都市景観

と合致した緑豊かな教育環境づくりを進

めています。

心身共に健全な児童生徒を育成するた

めに、今後もこのような施設づくりを実

施し、うるおいとゆとりのある教育環境

づくりを推進することとしています。

生涯学習の推進

市民の学習活動が高まるなか、本市で

は年間約36万人の方々が公立公民館等に

おいて生涯学習に取り組んでいます。

本格的な生涯学習社会の到来の中で、

社会の変化や市民のニーズに的確に対応

する生涯学習の総合的・効果的な推進を

図るため、平成4年8月、 「熊本市生涯教

育基本調査委員会」から「熊本市におけ

る生涯教育の推進方策について」 3項目

にわたり提言を受けました。今後、この

提言をふまえ、本市がさきに策定した21

世紀を展望した「基本構想」 ・ 「基本計画」

における生涯教育・学習の諸施策につい

て取り組んでいます。

図書館

図書館は、 54万冊余の図書資料の貸出、

読書相談のほか、図書展、本の読み聞か

せや紙芝居、読書啓発の講演会、視聴覚

ライブラリーの市民映画の会、子供映画

あ会等の催しを行っています。

また、図書館は、移動図書館、分館機

能を有する9ヵ所の公民館図書室と共に

本市の図書サービスネットワークを形成

し、多数の市民に利用されています。

なお、高度化、多様化した市民の読書

需要にこたえ、 21世紀を展望した生涯学

習の基幹施設として、更に、旧飽託郡凹

町との合併による新熊本市に相応した新

図書館の建設について、基本計画を策定

中です。

公民館

専用施設の中央公民館と各地域に複合

施設として、西部、南部、東部、龍田、

託麻、幸B]、清水、秋津、大江、花園、

北部、飽田、五福公民館の合わせて14の

公民館があり、また北部公民館に北部東、

西里の2つの分館があります。

このほか、市民の身近な生涯学習の場

である地域公民館(公民館類似施設)が

398館あり、それぞれ地域の特色を生か

した様々な活動を展開しています。

博物館

熊本城三の丸地区にある博物館は、自

然・人文・理工科学関係資料約5,000点

市
立
博
物
館
′
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
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を展示し、これに最新のプラネタリウム

を併設した県内唯一の総合博物館ですO

また、資料収集・調査等を行うととも

に、教育普及活動として「星を見る会」

をはじめとする各種学習講座の開設、特

別展示会を開催するなど多くの人々に利

用されてし、ますO

平成4年度は、プラネタリウム新機種

導入を記念して、宇宙科学展を開催し好

評を得ましたO　平成5年度は、火の国フ

ェスタに合わせて、「肥後の船と人びとの

暮らし」の特別展を開催する予定にして

います。

人権啓発
日本匡憲法は、すべての国民に基本的

人権の享有を認め、生命・自由及び幸福

追求に対する権利を尊重し、さらに法の

もとに平等であることを保障していますo

Lかし、今日なお、部落差別をはじめ

いじめや体罰の事実、女性や障害者及び

在口外国人に対する差別の問題など、

日も早く解決しなければならない人権間

越が存在していますO

なかでも、部落差別は、日本社会の歴

史的発展過程の中で作り出された不合理

な差別であり、同和地区に生まれたとい

うだけで、結婚や就職に際して差別を受

けたり、生活環境が低位の状態に置かれ

たY主　職業が不安定であるなど、市民的

権利と自由が侵害され、時には生命まで

奪われるという深刻な問題でありますO

本市では、これらの問題解決は行政の

責務であるとの認識のもとに、市民一人

一人が同和問題をはじめとするあらゆる

差別の本質をはっきりととらえ、自分の

課題として受け止められるよう、講演会

・研修会の開催、啓発資料の作成、市政

だよりによる啓発など、市民生活のあら

ゆる場で教育・啓発に力をいれています。
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昨年9月から「学校週5日制」がスタ

ートしましたが、青少年の健全育成のた

めに、学校・家庭及び地域社会がさらに

力を合わせ取り組む必要がありますo

1.健全育成活動の推進

家庭教育の充実を推進し、青少年団体

の育成や活動促進を図ります。また、青

少年指導者技術講座、キャンプリーダー

講習会などを開催しリーダーの養成を行
USB

ー　"7　　　r C

jTi恵恕豊里畢

放課後保護を受けられない児童のため

の児童育成クラブの開設、青少年補導セ

ンターや青少年の悩みごと相談窓口(ヤ

ングテレホン)、地域の青少年健全育成

活動の充実にも力を入れています0

2.青少年施設の整備充実と交流の推進

「金峰山少年自然の家」、阿蘇大観峰の

麓にある「青少年野外活動センター」、

島崎5丁目の「ユースホステル」、出水2

丁目の「総合体育館・青年会館」などに

加え、子どもが伸び伸びと遊び学べる

「子ども文化施設」の建設にも取り組み

mm

また、中南九州各市への中学生訪問団

の派遣、桂林市やサンアントニオ市、ハ

イデルベルク市-の高校生訪問団派遣、

交換留学、文化スポーツ交流など、青少

年の国内・国際交流にも力を入れていま

す。
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市制100周年記念人づくり基金制度

熊本市では、平成元年に市制施行100

周年を迎えましたか、その際、記念事業

の推進資金として、市民各層から多額の

浄財が寄せられました。

市では、高齢化や国際化、情報化等変

革の時代の中で、熊本市をさらに飛躍、

発展させるため、 21位紀の各分野におい

て指導的役割を果たすべき、国際感覚を

備えた創造性豊かな人材の育成を目的と

して、平成元年4月1日この浄財とふる

さと創生資金を基金とする、熊本市制100

周年記念人づくり基金制度を創設し、たし
まし1>.

人づくり基金制度に基づき、市では

1.環境の保全と創造(生活環境・

21世紀を担う人づくり

自然環境・文化環境)に貢献す
る人

2.国際交流に積極的に貢献する人

3.社会福祉に積極的に貢献する人

4.伝承文化の継承に貢献する人

5・それぞれの分野で、独創的な業

績、又は活動が期待される人

を対象として、毎年21flJ (前期2月・後

期8月)募集を行ない、研修・研究活動

への援助等を実施していますo

平成4年度には、前期、後期合わせて

41件の応募があり「人づくり基金選定委

員会」の審査の結果、 21件に対し援助金

が交付されました。
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